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新
年
度
予
算
な
ど
決
心

三
月
の
定
例
議
会
は

三
月
十
二
日
開
会
、
会

期
を
三
日
閧
と
決
定
し

次
の
議
案
を
原
案
ど
お

り
可
決
確
定
し
閉
会
し

た
。

議
案
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
。

イ
、
職
員
の
休
日
お
よ

び
有
給
休
暇
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

こ
れ
は
職
員
に
対

す
る
有
給
休
暇
の
目

数
計
算
の
単
位
を
一

日
又
は
半
日
も
し
く

は
一
時
閧
と
す

る
も

の
で
あ
る
。

口
、
国
見
町
職
員
定
数

条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

こ
れ
は
水
道
事
業

が
公
企
業
と
し
て
独

立
す
る
た
め
、
そ
の

職
員
の
定
倣
を
分
離

す

る
た
め
の
も
の
で

あ
る
。
水
道
事
業
部

局
の
職
員
定
数
五
人

と
な
る
。

（

、
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

伝
染
病
防
疫
忤
桀
従
事
職
員

の
手
当
を
一
日
一
五
〇
円
か
ら

三
〇
〇
円

に
改
正
さ
れ
た
。

二
、
議
会
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の

職
員
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

こ
れ
は
遺
族
補
償
一
時
金
を

支
給
す
る
場
合
前
の
条
文
に
不

備
が
あ
っ
た
の
を
改
正
し
た
。

ホ
、
国
見
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
お
よ
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

こ
れ
は
目
見
町

の
特
別
職
と

し
て
新
た
に
保
袢
委
員
を
加
え

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

へ
、
国
見
町
手
数
料
徴
収
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

各
作
証
明
、
公
簿
の
閲
覧
、

戸
籍
の
訝
、
抄
本
等
の
手
数
料

を
一
件
一
枚
四
十
円
か
ら
五
十

円
に
引
上
げ
る
た
め
の
も
の

卜
、
0
1見
町
奨
学
基
金
粂
例
の
制

定
に
つ
い
て

奨
学
資
金
と
し
て
寄
付
小
あ

っ
た
の
で
そ
れ
を
基
金
と
す
る

た
め
の
も
の
（
後
記
参
昭
…）

チ
、
国
見
町
工
場
誘
致
条
例
の

Ｉ

部
改
正
に
つ
い
て

工
場
誘
致
に
際
し
、
奨
励
金

あ
る
い
は
便
宣
を
供
与
す
る
工

場
の
基
準
を
投
下
資
本
金
一
〇

〇
万
円
か
ら
三
〇
〇
刀
円
に
引

上
げ
る
た
め
の
も
の

り
、
国
見
町
営
住
宅
条
例
の

Ｔ
耶

改
正
に
つ
い
て

昨
年
度
建
設
さ
れ
た
源
宗
山

住
宅
二
千

尸
を
条
例
に
加
え
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
。

入

国
見
町
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
っ
い

て
代

国
見
町
水
道
事
業
の
業
務
に

従
事
す

る
職
員

の
給
与
の
種
類

及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

ヲ
、
国
見
町
水
道
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

ワ
、
国
見
町
水
道
使
川
料
増
徴
条

例
の

二
部
改
正
に
つ
い
て

以
上
四
つ
の
条
例
は
、
水
道

事
業
が
公
営
企
業
法
に
よ
り
独

立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
に

改
正
す
る
も
の
で
、
主
な
も
の

は
水
道
料
金
の
値
上
げ
等
で
あ

る
。

力
、
国
見
町
特
別
会
計
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

上
水
道
特
別
会
計
等
を
特
別

会
計
条
例
等
か
ら
削
る
た
め
の

も
の
。

ヨ
、
国
見
町
国
民
能
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
し
て

こ
れ
は
国
民
健
康
保
険
税
の

算
定
に
お
い
て
所
得
割
額
を
だ

す
場
合
、
今
ま
で
は
退
職
所
得

を
含
め
て
計
算
さ
れ
て
い
た
が

昭
和
四
十
三
年
度
分
か
ら
は
含

め
な
卜
で
計
算
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。

ク
、
伊
達
地
方
術
生
処
理
組
合
規

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

こ
れ
は
保
原
町
に
あ
る
し
尿

処
理
施
設
、
じ
ん
か
し
焼
却
岫

設
等
の
経
費
分
賦
率
の
改
正
等

で
あ
る
。

レ
、
大
杢
厂
財
産
区
管
理
委
員
選

圧

に
川
亘
を
求
め
る
尸一
と
に
つ

い
て木

察
尸
財
産
区
管
理
委
員
は

享
年
三
月
二
十
日
任
期
満
了
と

な
る
の
で
七
名
の
改
選
を
行
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

ソ
、
教
育
委
員
会
委
員
任
命
に
同

意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

佐
藤
光
一
委

員
の
後
任
と
し

て
大
字
森
山
佐

藤
隆
治
氏
が
任

命
さ
れ
た
。
　
　
（
写
兵
）

ツ
、

昭
和
四
十
二
年
度
国
見
町
育

萸
特
別
会
計
補
正
予
算

育
典
資
金
と
し
て
寄
付
の
あ

っ
た
山
田
ト

シ
さ
ん
よ
り
の
百

万
円
、
議
会
議
員
全
員
よ
り
の

十
三
万
六
千
円
、
熊
田
一
治
氏

一
刀
円
、
菅
野
忠
良
氏
一
刀
円

中
島
達
子
氏

∇
刀
円
、
計
百
十

六
刀
六
千
円
を
奨
学
雌
金
と
し

て
積
立
て
す
る
た
め
の
予
算
化

で
あ
る
。

ネ
、
叩

耶
四

十
二
年
度
上
水
道
特

別
会
計
擂
正
予
算

管
理
費
に
二
八
力
円
の
迫
加

で
あ
る
が
総
額
の
悗
勁
は
な
い

ナ
、
昭
和
四
卜
二
牛
度
岡
見
町
一

般
会
計
補
千
千
訌

今
回
の
迫
加
額
は
二
百
八
十

三
万
円
で
轡
予
算
額
は
二
億
八

百
七
十
二
万
二
千
円
と
な

づ
た

歳
出
の
主
な
も
の
次
の
と
お
り

役

場
乗

用

車

二

口
と

車
庫

建

設
　
　
　
　
　
　

一

八
∩
）
万

円

公

立

藤
田

病
院

建

築
事

業

負

担

金
　
　
　
　

二

七
万

万

円

泉

田
地

内
頭

首

工
工

事

謳

負

金
　
　
　
　
　
　

五

○
万

円

消
防

小

型
台

車
　

五

〇

万

円

ラ
、
昭
和
四
十
三
年
度
国
見
町
藤

田
財
産

ぼ
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
百
十
二
万
円
で
主

な
事
業
は
公
団
造
休
事
業
の
委

託
保
育
（
下
刈
）
事
業
等
で
あ

る
。

ム
、
沼
和
四
十
三
年
度
人
山
財
産

区
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
二
百
四
十
七
万
九

千
円
で
主
な
事
業
は
次
の
と
お

森
林
公
団
造
林
事
業
新
植
下

刈
等
　
　
　
　
　
一
九
〇
万
円

造
林
用
苗
木
代
　
三
六
万
円

ウ
、
昭
和
四
十
三
年
度
大
木
戸
財

⑤
区
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
八
万
六
千
円
で
あ

る
。

エ
、
昭
和
四
十
三
年
度
国
見
町
育

萸
特
別
会
抃
予
算

予
算
総
額
三
十
六
万
一
千
円

で
大
学
生
一
名
、
高
校
生
十
一

名
に
貸
付
け
る
予
定
に
な
っ
て

い
る
。

ノ
、
昭
和
四
十
三
年
度
国
見
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
七
千
五
百
五
十
一

万

二
千
円
で
歳
入
歳
出
の
主
な

も
の
次
の
と
お
り
（
千
位
切
捨
）

歳
入

出
保
税
　
　

三
、
四に
四
八
万
円

四
庫
支
出
金
四
、
〇
七
二
万
円

歳
出

保
険
袷
付
金
六
、
三
三
二
万
円

そ
の
能
は
経
常
竹

オ
、
昭
和
四
十
三
年
度
国
見
町
水

道
事
業
関
節
予
算

こ
の
水
道
関
節
予
算
は
三
月
十

四
目
の
定
例
議
会
で
は
計
数
而

に
つ
い
て
不
備
の
た
め
撒
回
し

三
月
二
十
五
日

の
臨
時
議
会
で

議
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
予

算
内
容
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り

業
務
の
予
定
量

巾
給
水
戸
数
　

コ

六
六
〇
戸

⑦
年
四

総
給
水
址

三
に匸
九
、
五
○
○
立
方
米

ふ
一
囗
ダ
恂
給
水
泳

コ

○
四
○
立
方
米

収
入
の
部

収
益
的
収
入
（
水
道
使
用
料

受
託
工
事
収
入
等
）

匸

六
〇
〇
万
円

支
出
の
部

収
益
的
支
出
（
人
件
費
、
電

力
代

、
工
事
資
材
代
、
そ
の

他
雑
費
）
　
匸

四
六
〇
万
円

資
本
的
支
出

閇
几
尸
設
備
工
事

二
二
四
万
円

企
業
債
償
還
一
四
七
刀
円

ワ
、
昭
和
四
十
三
年
度
・国
見
町
一

般
会
計
予
算

予
算
総
額
は
一
倍
八
千
九
百

十
一
刀
四
千
円
で
前
年
度
よ
り

一
千
三
百
二
十
三
万
三
千
円
の

増
（
伸
び
率
八
・
八
万
）
で
あ

る
。
内
容
は
別
戸
の
と
お
り
。
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分
悔
み
申
し
匚
げ
ま
す

（

ミ
冂
示
・
に
亡
く

な

ら
れ

乍
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歇

弥

略

す
）

死
亡

囗
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倡
　
　

生
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制
竹
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東
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卜
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内
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木
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五
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木
ッ
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石
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榎

下
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．
卜

四
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池
　

ク

ニ
　
　

瓦
　

人

杰

尸

毋
道

上
十

々

門
　

佐

位
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9
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鳥
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言

ド
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四
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Ｉ
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ｌ
　

ｌ

阮
し
　
　
「
ど
　

；
ゝ
Ｉ
　

じ
　
　
Ｉ

’

ク
　
り
乙
　
り

凵̈
　
　
・止
ソ
カ
　
　
　
ア
　

じ
刃
卜
　

ｊ

ノ
卩

一

ク

門
　

黒

三
　

ソ

カ
　
　

佰
　

泉

三
　

北

ノ
内

一

々
2
8
　

阿

岸

っ
レ

ノ
　
　
8
5
　

藤

川
　

圉

二

十

ク
3
0
　

岡

岸
　

マ
ッ
　
　

叩
　

喋

川
　

圉

三
十

一

お
め
で
と
う
弓
万
い
ま
す

（

。
。刀

巾

心
出
生
川

を

さ
れ

た
方
　

徴

袮

賠
す

）

出
生
囗
　
氏
　
　
　

名
　
跼
の
名
と
蟆
側
　
汗
　
佰

３
、
2
1
　山
行
辺
言
弥
　
　

略
弥
の
長
男
　

大
田
　
小
沢

匸

六

ク

ー
　
紺
行
　
今
人
　
　

一
　

の
長
刀
　

見
川
　
石
旧
後
一
一
十
八

２

歸
　

佐
帳
　
雌
万
　
　

八
入
の
長
女
　
泉
出
　
場
坦
四
の
二

３

６
　

菊
池
　
㈲
失
　
　

勝
椎
の
長
女
　

大
本

回
拠
道
上
十

々

５
　
松
浦
　
美
加
　
　

よ
崖
の
長
女
　
光
明
寺
四
の
内
べ
の
六

々

８
　
佐
藤
　
腰
浴
　
　

⑤
三
の
２

男
　
画
け
山
鹿
島
十
三

ク

６
　

佐
藤
　
尚
尚
　
　

行
人
の
長
男
　

泉
山
　

普
蔵

ブ
卞
四

ク

ロ
　

見
藤
　
　

正
　
　

副
閇
の
２
男
　
山
綺
　
北
鴇
館
べ

々

口
　

尚
尚
　
如
三

丿
　
　
戸
口
の
長
女
　
西
人
枚
根
岸
に
土（

ク
　
囗
　
阿
部
　
二

矢
　
　

正
一
の
長
女
　
入
木
戸
霞
万

一
の
三

ク
　ロ
　

谷
ブ
　
言
上
　
　

正
片
の
友
女
　
佐
山
　
言
前
三

々
　
回
　
侫
非
皿
个
≒
　
　
卜
男
の
長
女
　

往
江
　

諛
那
四

ク

ロ
　

勺
匸
卜
り
几
　
　

づ
几
の
長
女
　
佐
川
　
北
卜
①
匸

ヶ

叫
　
几
几
　
二
大
　
　

言
一

心
長
男
　

大
野
囗
福
川
。
ド
ニ

ク

旧
　

三
山
　
袖
心
　
　

づ
匸

ヤ
ハ
男
　

徳
江
　

前
摩
六
凵

人
学
生
に
屯

奨
学
資
燉
を

町

で

は

、

叩

犬

匸

ド

ヒ

ヰ

か

ら

匸

校

生

に

対

し

、

才

Ｙ

資

金

を

員

ケ

し

て

き

た

が

、

昭

和

川

―

三

年

か

乙

人

寸

乍

匚

心

行

ソ

す

る

ご

と

し

ご

っ

た

、

谷

足

万

福

は

ヤ

砲

の

と

祐

〇

た

ら

一
卜
二

に
…
作

州
一
’一
一
犬

七

い
Ｉ
い

’円

．ヽ
”
い

’
一
・
ｙ
一
－

且

る

よ

う

勹

罵

せ

す

る

、

。

】

’
。‘

卩

く

鎬
爪
・「
人
員
　

」
名

ニ
ノ
ド
ヅ
顫
　
　

バ
仁
上
り
竺
ヒ

ース

巾
土
圧
い
囗
　

ド
月
三
十
囗

ド
、
巾
込
先
　
　

町
教
六
方
員
会

一
汁
、
言
ソ

飛
什
　
　

仁

价
７
（

物

’
　
経
済
づ
を
⑤
考

六
、
く
わ
し
く
は
町
役
場
内
放
育

⑤
八
言
下
㈹
局
に
お
問
合
せ
く

た
さ
い

Ｏ
　

暮
ら
じ
を
よ
く
す
る
こ
の
一
票
　
　

清
く
正
し
く
　
乗
摧
甘
ず

明

る
く
正
し
い
澄
挙
爪

立
協
議
会

匹
見
町

婦

人

余

浬

絡

框

読

会

く
に
み



ガンの了つの危険信号わが家わが町

亦
ら
ガ
ン
を
追
放
し
よ
う

…
中

山

先

生

の
ご

提

唱
・：

ガ
ン
の
は
じ
め
は
、
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し

か
し
、
し
い
て
い
え
ば

次
の
こ
と
が
い
え
る
に

①
　
食
物
の
味
や
好
み
が

変
っ
た
り
、
い
つ
も
胃

の
あ
た
り
に
不
快
感
が

あ
る
場
合…

…
…
胃

ガ
ン

②
　
食
物
を
の
み
こ
む
と

き
、
つ
か
え

る
よ
う
な

感
じ
の
す
る
場
合

匸

…
…
食
道
ガ
ン

③
　
大
便
が
細
く
な
っ
。だ

り
、
血
が
ま
わ
り
に
つ

く
よ
う
な
場

合

…
…
直
腸
ガ
ン

④
　
乳
房
や
皮
膚
に
、「
し

こ
り
」
が
で
き
て
、
だ

ん
だ
ん
大
き
く
な
る
場

合

…
乳

ガ
ン
、
皮
膚
ガ
ン

④
　
熱
が
な
く
て
、
。セ
キ
が
続
い

た
り
、
タ
ン
に
血
が
ま
じ
っ
た

り
す
る
場
合

…
…
…
…
…
……
肺
ガ
ン

⑥
　
く
安
い
「
。お
り
も
の
」
や
、

月
経
以
外
に
出
血
が
あ
る
場
合

…
…
…
…
…
ヱ
Ｊ
宮

ガ
ン

⑦
　
原
因
も
わ
か
ら
ず
、
だ
ん
だ

ん
や
せ
て
貧
血
し
て
く
る
場
合

…
…
…
ど
こ
か
の
ガ
ン

以
上
の
ど
れ
か
の
信
号
が
出
た

ら
、
す
ぐ
病
院
に
か
け
つ
け
れ
ば

あ
ま
り
手
お
く
れ
に
な
ら
ず
に
す

み
ま
す
。
で
も
、
正
直
な
と
こ
ろ

一
〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
な
お
せ
ゐ
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
も
う
遠
く
ま
で

転
移
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
ら

で
す
。
は
じ
め
の
う
ち
は
、
痛
く

も
、
か
ゆ
く
も
な
い
の
が
、
ガ
ン

で
す

こ
の
よ
う
な
お
そ
ろ
し
い
も
の

が
症
状
も
な
く
、
忍
び
よ
っ
て
く

る
も
の
な
ら
、
ガ
ン
に
と
り
つ
か

れ
た
ら
、
と
て
も
助
か
る
み
こ
み

が
な
い
と
悲
観
さ
れ
る
方
は
、
ま

ず
次

の
パ
ン
レ
ツ
ト
を
お
読
み
に

な
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

先
生
様
よ
ろ
し
く

写
真
は
新
任
の
先
生
方

（
旧

任
校
）
　
　
　（
氏
名
）

退
職
　
　

県
北
中
学
校
長
　
小
野
　
鶴
雄

同
　
　
　

大
木
戸
小
　
　
　

小
林
　
ア
ヤ

湯
野
小
　
　

藤
田
小
　
　
　

遠
藤
　
テ
ル

伊
達
小
　
　

県
北
中
　
　
　

伊
藤
　
貞
子

伊
達
中
　
　

同
　
　
　
　
　

丸
山
　
尚
高

白
根
中
　
　

同
　
　
　
　
　

小
関
　

重
達

保
原
中
　
　

同
　
　
　
　
　

遠
藤
　
　

昇

本
宮
中
　
　

同
　
　
　
　
　

五
十
嵐
桂
子

大
屋
中
　
　

同
　
　
　
　
　

駒
木
キ
イ
子

向
陽
中
　
　

同
　
　
　
　
　

滝
沢
八
重
子

茂
庭
中
　
　

同
　
　
　
　
　

日
塔
　

幹
雄

醸
芳
小
　
　

大
枝
小
　
　
　

鴨
田
　

京
子

堰
本
小
　
　

同
　
　
　
　
　

荒
川
　

康
子

五
十
沢
小
　
同
　
　
　
　
　

五
十
嵐
　
仁

藤
田
小
　
　

川

俣
小
　
　
　

高
荒
千
代
子

大
杢
尸
小
　
北
戸
沢
中
　
　

斎
藤
（

ル
子

県
北
中
　
　

山
舟
生
中
　
　

佐
藤
　
郁
子

同
　
　
　
　

白
根
中
　
　
　

渋
谷
　
宏
之

同
　
　
　
　

保
原
中
　
　
　

渡
辺
　
　

智

同
　
　
　
　

同
　
　
　
　
　

張
尾
　
セ
イ

同
　
　
　
　

霊
山
中
　
　
　

板
垣
　
忠
直

同
　
　
　
　

同
　
　
　
　
　

西
坂
　

勝
夫

同
校
長
　
　

月
舘
中
　
　
　

高
橋
　

研
二

大
枝
小
　
　

白
根
小
　
　
　

岡
崎
　
洋
子

同
　
　
　
　

木
幡
二
ｎ
　
　

阿
部
タ
イ
子

同
　
　
　
　

山
舟
生
小
　
　

千
葉
　

喜
三

相 互 扶 助TでﾌﾞL廾|旅 行

見
町

身
体
障
害
者
福
祉
会
（
会
長
佐
藤
健
蔵
氏
）

て
は
去
る
三
月
五
日
か
ら
八
泊
九
日
の
日
程
で
伊
勢

詣
り
を
か
ね
て
関
西
、
九
州
ま
で

の
大
旅
行
を
し
た

。
幾
人
か
の
付
添
人
が
同
行
し
た
と
は
い
う
も
の
の

、
身
体
の
不
自
由
な
人
々
に
と
っ
て
の
長
旅
は
ま
こ

と
に
容
易
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

つ
え
を
た
よ
り
に
歩
く
人
の
手
を
引
い
た
り
、
荷

物
を
分
け
て
持
っ
て
や
っ
た
り
、
時
に
は
お
ん
ぶ
し

て
石
段
を
登
り
な
ど
、
ほ
ん
と
う
に
相
寄
り
相
扶
け

障
害
を
お
ぎ
な
にい
つ
つ
、
大
き
な
不
安
に
包
室
れ
な

が
ら
も
一
同
楽
し
く
生
涯
忘
れ
得
な
い
意
義
あ
る
旅

行
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
旅
行
の
状
況
は
く
わ
し
く
記
録
さ
れ
ハ

ミ
リ
の

映
画
や
カ
ラ
ー
写
真
に
も
撮
ら
れ
て

い
る
の
で
、
所

望
の
方
は
会
長
又
は
役
員
の
方
に
申
込
ま
れ
た
い
。

（
写
真
は
桜
島
の
噴
煙
を
バ
ッ
ク
の
一
同
）

東
京
女
子
医
科
大
学
教
授
中
山

賍
明
先
生
講
演
要
旨

「

ガ
ン
で
死
な
な
い
法
」

こ
れ
は
、
昭
和
四
十
二
年
九
月

一
日

、
第
八
回

ガ
ン
征
圧
月
間
運

動
の
開
幕
の
初
日
、
東
京
有
楽
町

朝
日
新
聞
社
講
堂
で
行
な
わ
れ
た

講
演
の
記
録
で
す
。
中
山
先
生
が

「
胃

ガ
ン
で
死
な
な
い
方
法
」
と

い
う
題
で
、
約
一
時
間
に
わ
た
っ

て
熱
弁
を
ふ
る
わ
れ
た
も
の
で
、

具
体
的
で
、
わ
か
り
や
す
く
、
す

ぐ
に
実
行
で
き
る
、
画
期
的
な
お

話
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
最
後
に

「

ガ
ン
で
死
な
な
い
法
の
結
論
」

と
し
て
次
の
五
か
条

が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

巾
ガ
シ
が
粘
膜
だ
け
に
あ
る
う
ち

に
手
術
す
れ
ば
、
一
〇
〇
（

Ｉ

宍
ン
ト
な
お
る
。
－

↓

粘
膜
だ

け
に
あ
る
と
き
に
み
つ
け
て

も
ら
う
。

⑦
そ
う
い
う
時
期
の
ガ
ン
は
、
症

状

が
な
い
。
１
↓

自
分
で
は
何

と
も
な
い
と
き
に
み
て
、
も

ち
う
。－

③
ガ
ン
は
四
〇
歳
～
六
〇
歳
台
に

多
い
。
－

↓

四
〇

歳
を
す
ぎ
た

ら
、
医
師
に
か
ら
だ
を
あ
ず

け
る
。

㈲
早
期
ン
ガ
は
半
年
や
一
年
で
は

手
お
く
れ
に
な
ら
な
い
。
－
‐
↓

半
年
に
一
回
づ
つ
診
察
を
受

け
て
ゆ
け
ば
大
丈
夫
。

⑤
専
門
家
な
ら
見
つ
け

る
こ
と
が

で
き
る
。
Ｉ
↓

知
り
合
い
の
医
者

に
専
門
家
を
教
え
て
も
ら
う

そ
し
て
同
じ
と
こ
ろ
で
続
け

て
管
理
を
受
け
る
。
そ
う
す

れ
ば
前
の
検
査
結
果

と
く
ら

べ
ら
れ
る
の
で
、
一
層
み
つ

け
や
す
い

○
こ
わ
い
ガ
ン
　
知
っ
て
い
な
が

ら
忘
れ
て
い
る

○
治
る
ガ
ン
　
治
さ
ぬ
あ
な
た
の

無
関
心

○

ガ
ン
検
診
　

だ
れ
か
ら
い
お

ず
あ
な
た
か
ら

○

ガ
ン
治
せ
　
村
か
ら
町
か
ら
　

国
ぐ
る
み

○
手
遅
れ
が
　
治
せ
る
ガ
ン
を
　

不
治
に
す
る

○
な
や
む
よ
り
　

ガ
ン
検
診
へ
　

ひ
と
走
り

○
自
信
持
つ
人
も
受
け
よ
う
　

ガ

ン
検
診

○

ガ
ン
検
診
　
一
日
延
し
が
手
遅

れ
に

○

ガ
ン
検
診
　
受
け
て
は
れ
ば
れ

誕
生
日

○
ま
ず
検
診
　

ガ
ン
征
服
の
第
一

歩
○

ガ
ン
追
放
　
国
の
手
　

医
師
の

手
　
み
ん
な
の
手

自
衛
隊
の
父
兄
会
で
き
る

国
見
町

に
は
現
在
四
十
余
名
の

自
衛
隊
員
が
あ
り

、
そ
れ

ぞ
れ
国

策
の
命
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
国

防
の
重
責
を
に
な
っ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
が
、
こ
の
た
び
そ
の
父
兄

と
除
隊
員
た
ち
が
相
は
か
っ
て「

父
兄
会
」
を
組
織
し
た
。
こ
れ
は

町
出
身
隊
員
の
父
兄
お
よ
び
除
隊

者
を
本
会
員
と
し

、
本
会
の
趣
旨

に
賛
同
す
る
個
人
又
は
団
体
を
賛

助
会
員
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主

な
目
的
、
事
業
は
会
員
の
親
睦
を

図
り

、
隊
員
子
弟
を
激
励
し
併
せ

て
自
衛
隊
に
協
力
す
る
た
め
に
、

①
部
隊
に
お
け
る
郷
土
出
身
隊
員

の
激
励
鞭
撻
　

②
会
員
相
互
の
親

睦
を
図
り
密
接
な
連
絡
を
保
ち
、

併
せ
て
国
防
思
想
の
高
揚
を
は
か

り
③
町
内

に
お
け
る
自
衛
隊
の
諸

行
事
に
協
力
す
る
、
そ
の
他
役
員

会
に
お
い
て
必
要

と
認
め
た
こ
と

を
行
う
の
で
あ
る
。

去
る
三
月
二
十
二
日
、
役
場
会

議
室
で
設
立
総
会
を
開
き
、
規
約

を
つ
く
り
、
左
の
と
お
り
役
員
を

選
任
し
た
。

会
長
　
　

佐
藤
　
定
男

副
会
長
　

浅
野
　
武
雄

監
事
　
　

熊
坂
　
善
七

夕
　
　
　

鈴
木
　
伴
治

会
　
計
　

鈴
木
周
四
郎

幹
　
事
　

高
橋
　
利
三
　
藤
田

ク
　
　
　

樋
口
　

孝
吉
　
小
坂

″
　
　
　

佐
久
間
要
助
森
江
野

″
　
　
　

斎
藤
　
し
な
大
杢

戸

々
　
　
　

桜
沢
　
　

正
　
大
枝

な
お
役
員
会
の
議
決
に
よ
り
顧

問
お
よ
び
参
与
を
次
の
よ
う
に
委

嘱
し
た
。

顧
問
　
町
長
　

赤
井
畑
直
衞
殿

々
　
　
　
　
　

松
浦
　
万
吉
殿

参
与
　
　
　
　

樋
口
　
清
三
殿

自
衛
隊
相
談
所
員

徳
江
　

喜
策
　
　

佐
久
間
信
三

曳
地
　
　

一
　
　

吉
田
　
　

栄

佐
藤
　
精
一
　
　

佐
藤
　
徳
造

佐
藤
　
徳
治
　
　

徳
江
　
　

正

鈴
木
誠
之
助
　
　

佐
藤
　
幸
一

樋
口
　
　

弘
　
　

佐
野
　
政
次

佐
藤
　

健
三
　
　

安
藤
　
　

弘

通
信
教
育
の

す
す
め

職
場
や
家
庭
で
働
ら
く
皆
さ
ん

通
信
教
育
を
受
け
ま
し
よ
う
。

何
か
の
技
術
、
技
能
を
お
ぼ
え

る
た
め
に

よ
り
高
い
学
歴
や
資
格
を
得
る

た
め
に

よ
り
深
い
教
養
を
身
に
つ
け
、

意
義
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
に
い

ろ
い
ろ
の
通
信
教
育
は
あ
な
た
を

侍
っ
て
い
ま
す
。

高
等
学
校
通
信
教
育

通
信
教
育
大
学
講
座

文
部
省
認
定
社
会
通
信
教
育

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
き
ま
す
。
わ
れ
こ
そ
と

思
わ
れ
る
方
、
と
に
か
く
、
思
い

き
っ
て
ご
出
席
く
だ
さ
い
、
多
く

の
仲
間

が
あ
な
た
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

○
時
　
四
月
二
十
一
囗
（
日
）

午
前
九
時

○
所
　
国
見
町
公
民
館
二
階

（
元
藤
Ⅲ
駐
在
所
）

Ｏ

説
明
者
　
各
先
輩

○
会
費
　
不
要

○
主
催
　

国
見
町
公
民
館

税

務

だ
よ

り

◎
確
定
申
告
が
ま
ち
が
つ
て

い
た
ら
…
…

所
得
税
の
確
定
申
告
ま

ち
か
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

ら
な
る
べ

く
早
く
修
正
や
更
正
の
手
続
き
を

し
ま
し
よ
う
。

▽
誤
っ
て
少
な
く
申
告
し
た
場
合

修
正
申
告
書
を
で
る
き
だ
け
早

く
提
出
し
ま
し
よ
う
。

税
務
署
か
ら
更
正
を
受
け
た
あ

と
は
修
正
申
告

が
認
め
ら
れ
な

く
な
り
、
加
算
税
が
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

▽
誤
っ
て
多
く
申
告
し

た
場
合
五

月
十
五
日
ま
で
に
更
正
の
請
求

を
し
て
、
正
し
い
も
の
に
戻
し

ま
し
よ
う
。
期
限
に
お
く
れ
る

と
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

◎
５
の
日
は
俔
の
相
談
日

税
金
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
全
国

ど
こ
の
税
務
署

で
も

、

名
前
を
明

か
さ
ず
相
談
が
で
き
ま

す
毎
月
５
・
1
5・
2
5日
（
曜
日
で

あ
れ
ば
そ
の
翌
日
）
の
税
の
相
談

日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
福
島
市
大
町
の
福
島
商

工
会
議
所

に
お
い
て

、
仙
台
国
税

局
協
議
団
福
島
支
部
の
協
議
官

が

移
動
定
期
巡
回
相
談
所
を
、
毎
月

５
の
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
か
ら
ご

利
用
く
だ
さ
い（

福

島

税
務

署
）

建
築
土

事

除

却

川
を

加
わ
す
れ
座
く

新
し
く
廸
臘
を
廸
て
よ
う
と
す

る
と
き
は
建
築
工
事
届
を
、・
ま
た

建
物
を
と
り
こ
わ
そ
う
と
す
る
と

き
は
建
物
除
却
届
を
県
知
事
あ
て

に
出
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

。
（
建
築
基
準
法
の
規
定
）
こ
の

規
定
に
あ
て
は
ま
る
方
は
必
ら
ず

実
行
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

床
面
積
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

の

は
場
合
必
要
あ
り
ま
せ
ん

（
建
設

課
）

早
春
を
か
ざ
る

ス

ポ

ー

ツ

町
民
卓
球
大
会
（
三
月
二
〇
日
）

●
団
体
（
町
長
杯
）
１

役
場
Ａ

２
森
江
野
　
３
役
場
Ｂ

●
男
子
単
Ａ
級
（
議
長
杯
）

１
小
林
清
　
２

斎
藤
淳
　
３
佐

藤
喜
久
雄

●
女
子
単
Ａ
級
（
院
長
杯
）

１
日
黒
裕
子
　
２
佐
藤
弘
子

３
松
浦
和
子

●
男
子
単
Ｂ
級
　
１
佐
久
間
靖
明

２

佐
野
貞
治
　
３
佐
藤
義
勝

●
女
子
単
Ｂ
　
Ｉ

渡
辺
千
恵
子

２
国
分
正
子
　
３
小
野
恵
美
子

●
男
子
複
　
１
吉
田
・
斎
藤

２
須
田
・
小
野
３
小
林
・
阿
部

●
女
子
複
　
１
日
黒
・
松
浦

２
国
分
・
佐
藤
３
関
口
・
斎
藤

国
見

桑
折

合
同
剣
道

大
会

（

三
月

二
十
五

日
）

●
団
体
戰

（
中
学
生
の
部
）
１
県
北
中
Ａ

２
県
北
中
Ｂ
　
３
醸
芳
中
Ａ

二

般
の
部
）
　
１

国
見
Ｂ

２
国
見
Ａ
　
　

３
国
見
Ｄ

●

個
人
戰

中
学
生
の
部
　

１

鈴
木
忠
次

２
佐
久
間
裕
　
３
一
条
茂
夫

（
一
般
Ａ
の
部
　
１
佐
藤
徳
正

２
斎
藤
秀
則
　
３
渋
谷
一
男

（
一
般
Ｂ
の
部
）
１

大
和
田
健

２
塑

尸
共
明
　
３
斎
藤
　
斉

（
ｔ
）
子
供
の
日
（
五
日
）
　
　
母
の
日

（
十

二
日
）
　
　
父
の
日
（
こ
　
　

家

庭
の
日

（
十
九
日
）
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